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新潟県立新潟南高等学校
江風探究ユニット、１年生で総合的な探究力を身につける

取り組み
背景

取り組み
内容／
ポイント

成果・
今後に
向けて

学校
基本情報

■SSH指定校として３期15年を終え、平成30年度より第４期の指定を受けている。第３期の取
組みから更に「課題研究の充実」、「全校で取り組む探究活動」の必要性を感じ、実践を行っている。
■今回、１学年全体で展開している取組みを中心に紹介。『江風探究ユニット』
■６月には文理選択指導が始まる。総合型選抜（AO入試）等を考えると、よりしっかりとしたキャリ
ア観の育成が重要になる。『朝学習でのキャリア観育成』
⇒新入試、次期学習指導要領対応も見据えた取組みを学年全体で展開。

■『江風探究ユニット』（１年次）
【ユニット１】国語総合の授業で図書館を活用して、文章読解力、資料を活用する力を育成する。
【ユニット２～５】
新潟市をテーマに地域探究を行い、探究プロセスを経験させながら、探究力を育成する。
■朝学習（毎日10分間）では、教科の知識・技能の充実のみならず、「思考力」、「キャリア観」を
育成する時間も設けている。

■ 『江風探究ユニット』 （１年次）は２年次を中心として進める課題研究『江風ＳＳⅡ』（理数
コース）、『江風ＳＳＧ』（普通コース）に先駆けて実施することから、総合的な探究力と具体的な
手法を身に付けさせ、スムーズに研究を展開できる仕組みとなることを期待している。
■１年次に地域探究を行うことで、より一層、日本（地域）と世界の技術的な発展に貢献できる
人材育成につなげることができるようになることが期待される。

■基本情報：公立、共学、普通科（普通コース、理数コース）、SSH指定／1学年約360名
2018年度入試合格実績（現役）：国公立大学合格のべ233名。うち、難関国公立大学合格
23名（東北大10名、北海道大３名、大阪大１名他）。国公立大合格率59.8％、進学率
55.8％。
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各種科学コンテスト参加

江風グローバル研修
・同世代高校生との科学英語
ディスカッション

日本海・アジア文化圏交流（H32～）

スーパーサイエンスクラブ
・高度な課題研究

※教員全員が顧問として所属

地域共創
・地域企業等と連携した課題解決

探究型キャリア教育
・課題発見グループディスカッション
・高大連携学びの創造セミナー

江風ＳＳⅢ
（１単位）
・課題研究英語発表
・英語論文作成

１年 ２年 ３年

希望者・選抜制

江風ＳＳⅠ
（１単位）
・ミニ課題研究
・科学英語と科学研究の同時実施
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江風ＳＳＧ
（１単位）
・課題研究
高大連携・地域連携
・課題研究成果発表会

江風ＳＳⅡ
（３単位）
・高度な課題研究
・課題研究発表会

江風探究ユニット
対象：１学年全生徒
実施形態：年間5回。
１ユニット３コマ前後

学校設定科目

朝学習
（教科・思考力・キャリア観）

都度、職員朝礼や学年会、教科会では進捗を共有。教員全員が状況を把握できるようにしている。
月初めのSSH運営会議で進捗状況の共有・確認と修正を行っている。
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『探究力』とは？
探究的な学習（探究のプロセス）を進めるにあたり
必要な、複数の能力群の総称。

課題

発見力

仮説

設定力
計画力 実証力 考察力 表現力 まとめ

興味を持った分野

から、探究課題や

テーマを設定す

る。

設定に至った経緯

を示す。

課題に対して、自

分なりに論理的な

仮説や独自の解釈

を設定する。

設定に至った根拠

を示す。

研究を進める具体

的な計画を行う。

どのような結果を

得られれば仮説の

実証につながるの

かを検討する。

実験を行う、資料

を収集し読み解く

などして客観的な

情報を収集する。

場合によっては随

時研究計画の見直

しを行う。

得られた結果や収

集した情報を分析

する。

設定した仮説との

差異や共通点が生

じた理由を検討

し、結論を出す。

導き出した結論

を、適切な形・言

語で成果物とす

る。

ポスター・プレゼ

ンテーション・要

旨など。

2年次（江風SSG・江風SSⅡ　等）・3年次（江風SSⅢ・各種発表会　等）
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課題研究発表会

・

成果発表会

・

シンポジウム

等

検

証

や

分

析

場合によっては

仮説を再設定。

条件を変えながら
その時点での

中間的な結論。

再び仮説の設定を

行い、再検証を行

う。

トライ＆エラーを繰り返す
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『江風探究ユニット』
目 的：総合的な探究力の養成
対 象：１学年全生徒（普通コース／理数コース）
実施形態：①年間5回。1ユニット3コマ前後。全体で概ね15～20時間ほど

②LHR及び、総合的な学習の時間・関連する各教科の授業を用いて実施。
③学年主任主導で計画・実施を開始。

■江風探究ユニット展開と、主として身に付けさせたい能力について

資料を
活用する能力

探究力

課題
発見力

仮説
設定力

計画力 実証力 考察力 表現力

ユニット①
国語総合×図書館（国語科）

４・５月 ◎

ユニット②地域探究
「生活のなかで感じる新潟市の課題・解決策」

７月 ◎ ◎

ユニット③地域探究
『新潟市からの挑戦状』

10月 ○ ○ ◎ ◎ ◎

ユニット④地域探究
・ポスターセッション
・スピーチコンテスト（英語科）10月頃

12月 ◎

ユニット⑤地域探究
論文作成

２月
下旬以降

○ ○ ○ ○ ○ ◎



5

©Benesse Corporation.

新潟県立新潟南高等学校
江風探究ユニット、１年生で総合的な探究力を身につける

■『江風探究ユニット』取組み内容

ユニット①

ユニット②

ユニット③

ユニット④

ユニット⑤
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■『江風探究ユニット』の評価等について

◎ユニットごとの評価
⇒生徒評価と教員評価の差異を分析し、評価法の研究にも活用する。

生徒のセルフアセスメント：ユニットごとに生徒対象のアンケート調査を実施
自己の内面的な変容を10段階で評価してもらい、平均値をまとめる。

教員による評価：ユニットごとに教員対象のアンケート調査を実施。
ユニット実施前後における生徒の変容を10段階で評価してもらい、平均値をまとめる。

◎ポスター・各種制作物・発表技術などの評価
生徒の自己評価・教員の評価ともに各種ルーブリックを用いる。
評価の平均値をとり、生徒評価と教員評価の差異を分析し、評価法の研究にも活用する。

◎英語スピーチの評価
英語科の評価基準に準ずる。評価は英語の授業で行う。

◎論文添削
学級担任が簡潔にコメントをいれて返却する。数値評価については検討中。
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新潟市
からの

挑戦状
テーマ１ 健康寿命延伸

テーマ２ 雇用創出

テーマ３ 農業・食文化の発展

テーマ４ 持続可能な公共交通の構築

テーマ５ インバウンドの推進

各テーマは、関連する学問系統が、文系、理系にまたがり、様々なアプローチができる。
テーマ課題研究が、キャリア観を深めるきっかけにもなっている。
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課題発見力→仮説設定力→計画力→実証力→考察力

活動の前後の自己評価で、振り返りを行う

10ステップのワークシートにそって

『探究力』『探究のプロセス』を学ぶ

【ユニット③】探究テーマ『新潟市からの挑戦状』（５テーマ）10月
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月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

探究 英語 進路学習
（進路サポート）

数学 国語

【朝学習】８:30～８:40（10分間） 通年

進路観の育成
『進路サポート』を利用

７月文理選択予備調査⇒10月決定

思考力の育成
学年の先生で分担して作成

①問題を配布・取り組む
②翌週に解答解説を配布


